
 

夏休みが近付いてきました！ 

夏休み期間 ８月８日（土）～８月２３日（日） 

７月１０日（金）に、地区子ども会を行いました。各地区で

集まって、登下校や遊び方、自転車の乗り方などの反省をしま

した。この日は、各地区の校外指導部員さんからもご参加いた

だき、子どもたちの地区での様子や登校の様子などについてお

話いただきました。また、夏休みのラジオ体操や行事の計画も

立てました。 

今年度は、夏休みが短いですが、明日からは４連休になりま

すし、８月に入ると個別懇談のために下校が早くなります。事

故やケガがなく楽しく過ごせるように、一人一人が気を付けて行動することを願っていま

す。１０日に「夏休みのすごし方」を配付しました。ぜひご家庭でもご覧いただき、子ど

もたちと夏休みや夏休み前の早く下校する期間の過ごし方について話し合ってください。 

 

お知らせ・お願い 

★自転車に乗る際のヘルメット着用について   ～約 6 割が「頭のケガ」！～ 

平成２０年６月１日の道路交通法改正により、幼児および児童（13 歳未満）に対するヘ

ルメットの着用努力義務が施行され、保護者が子どもを自転車に同乗させる、もしくは、

子ども自身が自転車を運転する際、ヘルメットを着用するように努めなければならなくな

りました。 

警察庁や製品安全協会などの調べによると、保護者との自転車同乗時や自ら自転車乗車

中に事故や転倒によってケガあるいは死亡した際、そのダメージの 6 割は頭部なのだそう

です。子どもは大人に比べて、転倒した際に頭部にケガをしやすい傾向にあります。自転

車への同乗時および乗車中は必ずヘルメットを着用させて、万一のために頭部を守ること

が最も有効です。 

７月１３日（月）の交通安全教室でも、ヘルメット着用の大切さについてのお話があり

ました。「持っているけど、かぶっていない」という子もいましたが、自転車に乗る際は、

ヘルメットを着用し、安全に乗ってほしいと思います。 

また、今年度は、昨年度までと違って、保護者の皆様にご参加いただくことができず、 

3 年生以上も代表の数人しか自転車に乗って実技を学ぶことができませんでした。指導者

の先生方からは、「サドルの高さが合っていなかったり、発進の際によろける子がいたりし

たので、自転車の乗り方について、ご家庭でも確認してほしい。」というお話がありました。

子どもたちの命を守るために、ご家庭でも自転車が体に合っているか、乗車技術は身につ

いているかもう一度確認し、乗車技術に合わせた約束を決めていただきたいと思います。 
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★地域での過ごし方について 

 「道路で危険な遊びをしている（寝転がるなど）」、「自転車で右側通

行している」などの声があります。子どもたちがケガをしないよう、

また、人にケガをさせないよう、学校でも指導しましたが、ご家庭で

も自転車の乗り方や家の近くでの遊び方について見守っていただけれ

ばと思います。 

 

★帰宅時刻について 

 先日配布された「夏休みのすごし方」にもあるように、出かけるときは「いつ・だれと・

どこへ」などを伝えるよう、再度家庭での約束を確認してください。その際、帰宅予定時

刻も確認しておきましょう。日が長く、暗くなるのが遅い時期ですが、規則正しい生活を

していくため、遅くとも 18 時ごろを目途に帰宅するよう、ご家庭での約束づくりをお願い

します。 

 

★危険個所の確認について 

先日の校外指導部会では、「夏は県外ナンバーの車も増え、交通事故や不審者が心配です。」

というお話がありました。地区子ども会でも、地域の危険な場所について確認しましたが、

ご家庭でも交通事故の危険が高い場所、不審者が隠れることができそうな場所など、具体

的に子どもたちに話していただければと思います。 

 

★インターネットの使い方について 

外出自粛等の影響もあり、インターネットを使うことが増えたご家庭もあるのではない

でしょうか。上手に使えば、とても便利ですし、これからの世の中では使わずに過ごすこ

とは難しいと思います。しかし、インターネットを巡っては様々なトラブル事例があり、

全国的に被害が発生しています。場合によっては、お子さんの人生に大きな傷跡を残すこ

とさえあります。インターネット上のトラブルからお子さんを守るためには、家族みんな

で話し合い、各ご家庭でルールを作ることが大切です。 

今日、新潟県が作成した「スマートフォン等のインターネットトラブルからお子様を守

るために」というリーフレットをお配りしました。様々なトラブル事例や困ったときの相

談先が載っています。ご一読いただき、ご家庭でのルール作りの参考にしてください。 

★「いじめ見逃しゼロ県民運動」について 

「いじめ見逃しゼロ県民運動」は、学校・家庭・地域がともに「い

じめ見逃しゼロ」の意識をもって子どもたちを見守る運動です。 

今日、右に載せた「相談窓口の紹介」のリーフレットを持ち帰り

ました。「家庭での２０のチェックポイント」も載っていますので、

ご活用ください。また、「県民サポーター」募集のたよりもお配りし

ました。ご協力いただける方は登録をお願いします。 

 



 

 

 

 

 

 


